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平和を愛した　　　　　　
　　郡内唯一人の海軍少将

平和を愛した　　　　　　
　　郡内唯一人の海軍少将

　
平
井
昌
平
は
明
治
三
十
年

二
月
十
六
日
に
北
都
留
郡
廣

里
村
真
木
九
六
二
番
地
、
現

在
の
大
月
市
大
月
町
真
木
前

沢
で
、
父
保
太
郎
・
母
い
ち

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
真
木
尋
常
小
学
校
、
廣
里

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
長

兄
の
喜
則
（
元
大
日
本
精
糖

株
式
会
社
常
務
）
よ
り
「
田

舎
に
い
て
も
明
る
い
未
来
は

開
け
な
い
。
上
京
し
て
勉
学

に
励
ん
だ
ら
如
何
か
」
と
言

う
勧
め
も
あ
り
、
東
京
在
住

の
兄
の
元
に
身
を
寄
せ
て
、

麻
布
中
学
（
現
在
の
麻
布
高

校
）
に
入
学
す
る
。

　
当
時
麻
布
中
学
の
成
績
優

秀
者
は
、
東
京
帝
国
大
か
海

軍
兵
学
校
へ
進
学
す
る
者
が

多
く
、
昌
平
は
海
軍
へ
の
道

を
選
ん
だ
。
海
軍
兵
学
校
四

十
六
期
生
で
あ
る
。
同
期
の

入
学
者
は
百
二
十
四
名
、
こ

の
う
ち
現
役
で
将
官
に
な
っ

た
も
の
は
二
十
三
名
で
、
う

ち
三
名
が
戦
死
し
て
特
進
中

将
に
な
っ
て
い
る
。
海
軍
の

最
後
の
大
将
は
三
十
七
期
生

の
井
上
成
美
で
あ
る
か
ら
、

勿
論
昌
平
の
同
期
で
大
将
に

な
っ
た
も
の
は
い
な
い
。
四

十
六
期
生
で
少
将
ま
で
昇
進

し
た
山
梨
県
人
は
昌
平
一
人

で
あ
る
。
大
正
七
年
に
海
軍

兵
学
校
を
卒
業
し
た
昌
平
は

翌
年
少
尉
と
な
り
、
十
年
に

中
尉
十
三
年
に
大
尉
と
、
順

調
な
昇
進
を
し
て
い
る
。
昭

和
二
年
に
は
元
帥
大
将
井
上

良
馨
の
副
官
と
な
る
。
こ
の

年
昭
和
天
皇
が
初
め
て
海
軍

の
大
演
習
を
統
裁
し
、
昌
平

は
統
監
陛
下
竝
中
央
審
判
部

員
（
天
皇
陛
下
直
属
）
と
し

て
演
習
に
参
加
し
て
い
る
。

　
又
昌
平
は
三
年
間
ロ
シ
ア

に
留
学
し
て
い
る
が
、
そ
れ

が
何
年
頃
で
あ
っ
た
か
を
確

認
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
そ
の
事
実
を
証
明
す

る
当
時
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、

ロ
シ
ア
語
の
先
生
や
、
当
時

の
住
民
と
の
和
や
か
な
ス

ナ
ッ
プ
写
真
の
横
に
、
必
ず

一
言
二
言
の
コ
メ
ン
ト
が
記

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
短
文
か

ら
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
『
平

和
へ
の
畏
敬
』
で
あ
り
、
職

業
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
、
彼

が
常
に
平
和
を
願
っ
て
い
た

事
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ

の
留
学
の
経
験
が
あ
っ
て
彼

は
ロ
シ
ア
語
も
堪
能
で
あ
っ

た
。
海
軍
は
も
と
も
と
英
語

は
必
修
科
目
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
は
か
な
り
英
語
も
得
意

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
昌
平
は
昭
和
九
年
少
佐
時

代
に
、
海
軍
の
特
命
を
受
け

て
二
年
間
ア
メ
リ
カ
に
出
張

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
実

情
を
偵
察
す
る
の
が
目
的
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
海
軍

上
層
部
よ
り
、
人
間
的
な
特

別
の
信
頼
を
得
て
い
た
証
拠

で
あ
る
。

　
昌
平
は
二
年
間
の
偵
察
結

果
を
『
こ
ん
な
先
進
大
国
と

戦
争
し
て
も
絶
対
に
勝
て
な

い
』
と
い
う
報
告
に
ま
と
め
、

海
軍
上
層
部
に
進
言
し
た
。

従
っ
て
海
軍
は
戦
争
に
は
反

対
だ
っ
た
が
、
政
治
的
に
力

の
弱
か
っ
た
海
軍
は
、
陸
軍

の
開
戦
強
硬
派
を
抑
え
る
事

が
出
来
ず
に
、
太
平
洋
戦
争

は
不
幸
な
結
果
を
招
く
羽
目

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昌
平
は
時
折
お
忍
び
で
生

家
を
訪
れ
る
事
が
あ
っ
た
が
、

大
月
の
駅
に
降
り
立
つ
彼
を
、

大
月
駅
の
職
員
が
日
の
丸
の

小
旗
で
出
迎
え
た
と
い
う
逸

話
も
あ
る
。
駅
に
降
り
立
っ

た
昌
平
は
、
用
意
さ
れ
た
馬

で
颯
爽
と
帰
省
す
る
の
だ
が
、

容
姿
端
麗
な
彼
の
乗
馬
姿
は
、

誠
に
絵
に
な
っ
て
い
た
と
か
。

　
昭
和
十
五
年
に
呉
の
海
軍

工
廠
に
配
属
さ
れ
た
昌
平
が
、

昭
和
十
七
年
に
突
然
お
忍
び

で
帰
省
し
た
事
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
彼
は
、
極
々
身
近
な

親
族
だ
け
を
呼
び
、
『
こ
の

戦
争
は
負
け
る
。
覚
悟
し
て

置
く
よ
う
に
』
と
言
っ
た
。

勿
論
そ
れ
は
極
秘
の
内
容
で

あ
る
か
ら
、
戦
況
を
聞
き
た

が
る
村
人
に
対
し
て
は
、
た

だ
静
か
に
微
笑
を
返
す
だ
け

だ
っ
た
。

　
昌
平
が
帰
省
す
る
と
い
う

知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
平
井

家
の
十
二
代
当
主
で
あ
る
保

昌
は
、
村
人
の
手
を
借
り
て

笹
子
川
に
生
簀
を
作
り
池
の

鯉
を
放
す
。
帰
省
し
た
昌
平

は
日
柄
一
日
そ
の
笹
子
川
の

生
簀
で
釣
り
を
す
る
。
夜
は

昌
平
の
釣
っ
た
鯉
で
鯉
こ
く

が
作
ら
れ
、
村
人
に
振
舞
わ

れ
た
。
昭
和
十
九
年
の
夏
も

そ
う
だ
っ
た
。

　
突
然
帰
省
し
た
昌
平
は
、

保
昌
の
孫
娘
を
連
れ
て
生
簀

で
釣
り
を
し
た
。
四
歳
の
幼

い
女
の
子
は
今
も
、
そ
の
時

の
昌
平
の
憂
い
に
満
ち
た
横

顔
を
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い

と
言
う
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
、
海
軍

少
将
と
な
っ
て
い
た
昌
平
は
、

呉
海
軍
工
廠
の
最
後
の
総
務

部
長
と
し
て
、
呉
港
を
米
軍

に
引
き
渡
す
陣
頭
指
揮
を

と
っ
て
戦
後
処
理
に
当
た
っ

た
。
時
に
四
十
八
歳
で
あ
っ

た
。
戦
後
は
、
ロ
シ
ア
語
と

英
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
事
か

ら
、
呉
市
で
通
訳
を
し
な
が

ら
、
予
備
役
と
し
て
数
年
を

過
ご
し
、
昭
和
二
十
九
年
四

月
三
日
五
十
七
歳
で
こ
の
世

を
去
っ
た
。

　
職
業
軍
人
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
な
が
ら
も
、
争
い

を
嫌
い
常
に
平
和
を
切
望
し

続
け
た
彼
は
、
水
泳
も
ス

キ
ー
も
得
意
で
、
水
泳
に
関

す
る
逸
話
も
あ
る
。

　
海
軍
の
将
官
は
山
梨
県
全

体
で
も
数
人
し
か
い
な
い
が
、

郡
内
で
は
彼
が
唯
一
人
で
あ

る
。
平
和
を
愛
す
る
職
業
軍

人
と
し
て
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
を
生
き
た
平
井
昌
平
は
、

今
大
月
町
真
木
前
沢
の
善
福

寺
の
墓
で
眠
っ
て
い
る
。
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